
          THE SERVICE CLUB FOR THE YMCAs CHARTERED IN 2010 

長野ワイズメンズクラブ 会報 

２０１６年 

 

１２月 第７３号 

THE Y’S MEN’S CLUB OF NAGANO 

        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

2016～2017 年度主題 

 国際会長 Joan Wilson (カナダ)  “Our Future Begins Today.”「私たちの未来は、今日より始まる」 

 アジア会長 Tung Ming Hsiao (台湾) “Respect Y’s Movement”「ワイズ運動を尊重しよう」 

 東日本区理事 利根川 恵子（川越クラブ） 「明日に向かって、今日動こう」  

 あずさ部部長 浅羽 俊一郎（東京山手クラブ）「あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ！」 

 クラブ会長 森本俊子 「長野クラブオリジナルの活動を膨らませよう」 
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 ハッピーバースデイ 

渡辺浩二１６日 湯田勝彦２３日  堀内雅俊２日 

 

 

                              

 

 

 

クラブ会費の振込をお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア参

加に直結しています。今年度前期会費（7～12 月分）がま

だの方、18,000 円のお振り込みをお願いします。（1 年分

は 36000 円です）（会計 倉石美津子） 

八十二銀行 昭和通営業部(店番号 214) 

 普通預金 口座番号 871118 

 長野ワイズメンズクラブ会計 倉石美津子 

 

 

 

 

１１月データ 

在籍会員  １２名  

例会出席者  ８名 例会出席率６７% 

（メイキャップ・メネット含む） 

ゲスト    ３名  1月例会のご案内 

と き 1 月１８日（水） 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林）（書記） 

 

 

 

  １２月 例会 

 日時 2016年１２月２１日（水） 

会場 レストランやま ６:30pm~８:30pm 

１．開会点鐘              会長 

２．ワイズソング・ワイズの信条    

３．会長あいさつ 、ビジター・ゲスト紹介          

４．堀内雅俊さんの入会式    

６．ワイズディナー    

７．ゲーム、ビンゴなど           

８．自由トーク （会員各人の近況報告）  

９．ニコニコタイム 

10．YMCAの歌                                                 

11． 閉会点鐘           会長          

 

          

    

          一つの文化        森本俊子 

 ノーベル医学生理学賞の授賞者大隅良典氏が記者会見と記念講演で述べられ

た言葉に強い共感を覚えました。曰く、科学者はすぐに役立つ成果をもとめら

れている。科学に有益性だけを求めるのではなく、社会は基礎科学を一つの文

化と考えてほしい。若者には興味を持てる分野で、最初に持った素朴な疑問を

追究してほしいとのことでした。 

  ところで、力強く復興に向かっている栄村は保健師、準看護師を目指し看護

学校に通う村民らに来春から奨学金を貸し付ける事業を始めるそうです。また、

長野市内にも広がりつつある「こども食堂」の活動など、見逃せないテーマが

目の前に現れています。長野クラブはこれらのテーマにどうかかわるかです。 

  なお、長野クラブを創立し精力的に活動してこられた水崎よし子さんが今月

で退会なさいます。決心が固くお引止めできませんでした。お世話になりまし

た。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 今月の聖句 『ユダの地、ベツレヘムよ、お前はユダの指導者の中で決していちばん小さいものではない。 

お前から指導者が現れ、わたしの民イスラエルの牧者となるからである。』＜マタイによる福音書 2章 6節＞ 

ベツレヘムは都のエルサレムに比べれば、誰か偉大な人物が生まれると期待されそうもないあまりにも小さい村です。ところがその

ようなところから偉大な指導者（救い主）が生まれるとの予言が語られる場面です。つまり、弱い立場の人でも勇気を出して生きて

いける希望のメッセージ。                                     丁 胤植ワイズ選 

 

暗闇の中を歩んでいる人生たちに向けて力になるメッセージそのものがクリスマスのメッセージです。『往生要集』の著者源信は、１５

歳にして村上天皇の御前でお経を講説し、褒美として、多くの物を与えられました。母を思う源信は、早速、事の始終を手紙にしたため、褒美の品々

とともに郷里へ送りました。しばらくしてから荷物が、封も切られないまま突き返されてきました。添えられた母の歌は、     後の世を 渡

す橋とぞ 思いしに 世渡る僧と なるぞ悲しき     福島貴和選 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記  小林美彦 

会計  倉石美津子 

監査  塩入 隆 

CS    丁 胤植 

Ｙサービス 湯田勝彦 

ブリテン  小林美彦 

担当主事  露木淳司 

庶務   水﨑よし子 

 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


     

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

１１月例会の報告 

１１月１６日（水）１８：３０より  レストランやま で１１月例会を行いました。 

 出席：塚田、森本、福島、倉石、丁、小林（晶）、江守、小林（美） 

 ゲスト：堀内、青山、久保田 

 森本会長の点鐘・ワイズソング・ワイズの信条 

 今月の言葉（仏句）ー福島副会長 

 会長挨拶とゲスト紹介 

 会計から会費納入のお願い（前期は１２月まで） 

 ☆報告 栄村例会の報告、各活動の確認ほか 

     メネット委員会に出席した報告 

  ファンドについて梨、リンゴに続いてレザークラフトスタート 

 

〇 ワイズディナー 

〇 栄村関連の活動について意見交換 

〇 ２０１６年子ども白書が市民レベルで発行され

たので、注目しよう。こども食堂の活動にも注目

しよう。 

〇 小林太地君の台北レポートを卓話で２月に依頼 

クラフト製品の一部              ☆料金はチラシ参照   

詳しくは小林ファンド委員長へ（f69a9n@bma.biglobe.ne.jp） 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ずは行動をおこしてみよう          江夏一彰 

 

 この度は，このような機会を頂きまして有難うご

ざいます。私は東京都立多摩総合医療センター（検

査科）で勤務をしております。また，日本聖公会の

執事でもあり，長野県の軽井沢ショー記念礼拝堂で

土・日・祝日は勤務をしています。 

 勤務している多摩総合では，約 6年前に「安全で

良質な医療提供をし続けるために、医療従事者およ

び地域の支援者と共に、将来の医療を担う人材を育

成すること、及び地域医療の活性化に貢献する」こ

とを目的として，NPO 法人多摩の医療健康増進フ

ォーラムがスタートしました。 

私は 5年前からこの活動に携わっており，2 年前か

ら 1 つの試みを始めました．それは，「健康増進カ

フェ」というものです．市民の方と直接話が出来る

場を作りたかったのが出発でした。講演会などでは

病院の講堂や院外でも比較的大きなホールでの開

催が多く，「どうぞ皆さん聞きに来てください」と

なりがちであり，「皆さんのところに伺いますよ～」，

そのことで少しでも病院の垣根を低くしたかった

こと，また，情報が氾濫している昨今，病院からち

ゃんとした情報を提供したかったこともあります。

そして，ご自身の事，社会のことにも関心を持って

頂きたかったこともあります．現在，第 4週の土曜

日に喫茶店の一隅をお借りして集まっています．し

かも，無料で場所を提供して頂いていることもあり， 

 

 

 

必ず一品以上注文するのがこの会の唯一のルールと

なっています。この活動を通して，別の NPO法人に

呼ばれてお話をする機会もありました．ちなみにその

時の内容が， 

「お世話にはなりたくないが，上手に使いこなす方法」 

・病院と診療所の違い：かかりつけ医では不安？ 

・税金からみる病院の種類：病院がやりたいこと，やりた

くないこと，そしてやらねばならいこと 

・病院にかかるには：救急車って便利！？ 

・医療保険の仕組み：保険が使えたり，使えなかったり 

・病院のお世話にならないためには：健康寿命をみんな

で考えよう 

 

 というもので，如何にして病院へ行かなくて済むか

という内容になっています。 

 少しずつではありますが，広がりが出てきたかなと

思っています。今後も，様々な職種やグループと協力

しながら，弱くさせられている方の耳に傾け，目とな

り口となるような働きをも出来るように発展できれ

ばと考えています。皆さんの町にも伺いますので，気

軽に声を掛けて下さい。 

 

 

 

 

     

  

江夏一彰ワイズから近況報告と活動を寄稿していただきました。 

江夏さんは勤務が東京で住まいが軽井沢ということもあり、なかなか例会

に出ていただけませんが、職場から近い東京多摩みなみクラブの例会に出

たり、卓話を依頼されたりしておられます。ワイズメンズクラブではメーキャ

ップという制度があり、自分のクラブの例会以外に出席すると、自分のクラ

ブの出席ポイントがもらえる仕組みがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真】スペイン森本家のベレン 

スペインのクリスマス飾りの定番は、キリスト生誕の様

子を人形で再現したベレン（ベツレヘム）という置物。 

 

 

     

 

山梨ＹＭＣＡだより        露木淳司 

 新しい YMCA会館の候補地が 16件を超えました。これ

だけの物件が取り沙汰されていることに驚きと喜びを

覚えています。ご尽力いただいている皆様に感謝申し上

げます。 

 さて、今 YMCA では発達障害児のための児童デイサー

ビス事業の開設準備が本格化しています。発達に偏りが

あって、なかなか通える幼稚園が見つからない幼児や、 

 

支援学校が終わった後の時間を有効に過ごしたい小学

生の親子のために、スキルアップトレーニングなどを提

供する事業です。 

 皆さんにご協力いただいているチャリティーランの

おかげで、拡がってきた障害児支援活動の一環でようや

くここまで辿り着きました。無事に開設できますよう、

皆様の祈りに加えていただければ幸いです 

 

     

 

 

 

 

 

 

 


